
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

つまずく若者を放置しない社会をめざして    

講 師 放送大学教授 宮本みち子 氏 

内閣府主催：2011 年シンポジウム「生きづらさを抱える子ども・若者によりそう」コーディネーター 

NHK[クローズアップ現代 仕事をください～若者を襲う就職難～]他多数出演 

 

 

 

 
 

 

2012 年 3月 25日（日） 
開 場 13:00 講演13:30～15：30 
会 場 とちぎ健康の森  

大会議室 
参加費 無料 
定 員 １００名 

 

 

 

超少子高齢化が進む、半世紀で生産年齢人口は半減する。この社会を

担う世代として若者の役割は大きい。ところが、家庭にも学校にも地域

にも帰属できない子ども・若者が増加している。それを個人の問題として

放置すれば、この社会は持続できないだろう。若者が安定した生活基盤

を築くことができ、社会の担い手として成長できるための取り組みを進め

る必要がある。放送大学教授であり日本の若者支援施策に深くかかわ

ってきた宮本みち子氏が社会学の視点から新たな方向性を示唆する。 

問い合せ・申し込み先 

とちぎユースワークカレッジ NPO法人とちぎユースサポーターズネットワーク 
〒320-0808 栃木県宇都宮市宮園町 8-2 松島ビル４F 
TEL/FAX：028-638-5502 E-mail：info@youthworkcollege .jp 

－ここから次の一歩が始まる－ とちぎユースワークカレッジ記念講演会 

主催 NPO法人とちぎユースサポーターズネットワーク  
後援 栃木県、宇都宮市、朝日新聞宇都宮総局、読売新聞宇都宮支局、毎日新聞宇都宮支局 
日本経済新聞、NHK 宇都宮放送局、下野新聞、㈱栃木放送、㈱とちぎテレビ（申請中） 

 

宇都宮市駒生町 3337-1 



とちぎユースワークカレッジ記念講演「若者が“社会的弱者”に転落する」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□講師プロフィール 宮本みち子 
略歴：1947 年（昭和 22 年）長野県松本市に生まれる。東京教育大学（現・

筑波大学）文学部経済学専攻卒業。同学部社会学専攻卒業。お茶
の水女子大学大学院家政学研究科修士課程修了千葉大学教授、ケ
ンブリッジ大学社会政治学部客員研究員を経て、現在、放送大学
教授。社会学博士。労働政策審議会委員、中央教育審議会臨時委
員他 

近著：●『若者が無縁化する』（2012）ちくま新書●『人口減少社会のラ
イフスタイル』(2011) 放送大学教育振興会●『新版データで読む
家族問題』(2008)日本放送出版協会(共著) 

□タイムスケジュール 

13：00 開場 
13：30 ごあいさつ とちぎユースワークカレッジ  

     NPO 法人とちぎユースサポーターズネットワーク代表  
13：35 記念講演  若者が“社会的弱者”に転落する 
            放送大学教授 宮本みち子氏 
15：05 質疑応答 
15：20 まとめ 
 
□同時開催 
栃木県内若年支援事業の展示 

★募集要項 

実施期間： 
4月19日～9月21日 

対象者： 

15歳から概ね35歳 
登校日： 

週3日(月,水,金) 
活動時間： 

9：30～15：30 
募集定員： 

20 名 
入学金： 

50,000円 
授業料（諸経費込） 
 45,000 円／月 

□とちぎユースワークカレッジとは  
栃木県でははじめて、全国でも数少ない通所型の若者支援事業

です。年齢も学歴もばらばらな学生集団のなかで「学びと体験」
を通して社会性や人間性を養い「次の一歩」を踏み出す力を身に
つけます。カレッジでは、今までに述べ 94 名の若者が、スタッ
フや、講師、地域の人たちとの関わりを通し、人との関わりを学
び人が怖いから人と居たいと変化していきました。その結果、7
割の学生が次の一歩を社会に向け歩みだしています。 

現在、開校から 2 年半を迎えた「とちぎユースワークカレッジ」
では、平成 23 年度 4 月からの第 6 期生を募集しています。今の
自分から次の自分へ変化するには、家族だけでなく、第三者と繋
がり一緒に支援をすることが必要です。 

平成 24 年度よりコースも増やして学校と社会の間をつなぎ、
若者の支援の輪を広げていきます。「とちぎユースワークカレッ
ジ」で、スタッフや仲間とともに、あなたの次の一歩を踏み出し
てみませんか？まずはご相談ください。 

         TEL：028-638-5502(担当：清野) 


